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金沢大学学術情報リポジトリKURAの登録コンテンツ収集方法について
学内業績データベースとDSpaceとの連携の事例紹介
■KURA，金沢大学の教育研究活動により創
造された学術的な成果を登録
■登録状況は右の表のとおり
・紀要（広報も含む）が７７％
・学術雑誌掲載論文が１６％
・その他が７％（COE報告書が中心）
※学問分野によって登録内容に特徴
文系は紀要中心
自然系は学術雑誌論文中心。
紀要自体発行されていない
医系は”学内学会誌”もあり
■以下の方法でコンテンツを日常的に収集
１．専用送信フォームからの自主投稿
残念ながらほとんどない。
２．新着論文リストを定期的に教員に送信
Scopusのアラート機能で出力された論文の
著作権ポリシーを調査した上で，登録可能なも
のを教員に電子メールで送信
→回答率は最近アップしている。
３． IR登録可能国内学会分リストの送信
CiNii等でIR登録可能国内学会について論文
リスト調査し電子メールで送信
→出版社版可ならば登録しやすい。
４． 学内紀要（カレント分） 出たら登録
５． 学内紀要（過去分）
リストを作成し電子メールで著者に確認
そして，今後は．．．
６．業績データベースからの自主投稿に期待
＝業績データベース（DB)とＤＳｐａｃｅ連携ツー
ルの開発（平成１８年度ＣＳＩ領域２）
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業績ＤＢとＤＳｐａｃｅの連携イメージ （１）業績ＤＢ側からの送信
①教育研究等業績データベースにログイン
■金沢大学の研究業績DB（㈱SRA製）からKURA（DSpace）に業績メタデータと全文ファイルを送信するイメージ
②クリック 業績DBに登録済の当該教員
の業績リスト画面になります。
※逆に言うと，まず全文ファイルを送
信するには，あらかじめ業績DBに登
録を行っておく必要あり。 IR登録後，業
績DBからIR
へのリンクが
張られるよう
にする計画
（H19実施）
③全文を送信し
たい文献を選択
※新規論文の場合
は，まず別途登録し
ておく必要あり
④「KURAへ送
信」を押す
KURAに送信されるデータ
が別ウィンドウで表示される。
金沢大の業績DBはかなり
項目数が多い。
⑤「参照」を押した後，
送信したい全文ファイ
ルをパソコンのデスク
トップ等から選択
※この段階では，著作
権ポリシーは未調査
⑥「決定」を押すと，KURAに書誌事項及び全
文ファイルが送信される。
うまく送信された後
は，このメッセージ
が表示される。
業績DBとKURAとで項目
が完全に対応していない
＊DSpaceのupload.iniで
対応を記述
科研費番号＝個人
ID→IRへ
各業績には業績IDが付
与され→IRへ
一度送信を行った
論文は送信不可
HTTP POSTで送信。
データは翌日KURA
へ
→次のポスターへ
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業績ＤＢとＤＳｐａｃｅの連携イメージ （２）ＤＳace側で受ける画面
この連携プログラムについては，以下のサイトで公開予定
業績データベース・機関リポジトリ連携プロジェクト http://www.lib.kanazawa-u.ac.jp/kura/achievement/index.html
■送信されたデータをKURAで受信し，登録する画面イメージ
①KURAに管理者IDでログイン
昨日送ったものが「編集作業待
ち」状態になっている。
②作業を引き受けるをクリック
ワークフローを組んで
ある特定コレクションに
投稿される（この例で
は「***」コレクションへ）。
Import.cfgで設定
タイトルはきちんと
所定の場所に入る
著者名は微調
整が必要
この状態で，送られてきたものについて著作権ポリシーを確認する＝その間，保
留状態にしておく。著作権ポリシーOKならば登録。不可の場合，却下・・・もった
いない？
全文ファイルをPDFに差し替えるといった作業は，ここではできない＝一旦登録
した後，差し替えを行う。
各種ID，書誌
事項について
も微調整が必
要
完了。「図書館
作業用」のコミュ
ニティに登録
必要があれば，正式コレクションにマッピ
ング・・・本当は移動させたい。
このコレクションのデフォルトを“全文非公
開”にしておき，ファイルをPDFに差し替え
た後に全文を公開
●今回の開発の概要
（１）アップロードツール・・・メタデータ＋全文ファイルの取り込み
・業績DBのメタデータをXML出力してDSpaceへ
・全文ファイルはDSpaceサーバの所定の場所へ
（２）Import用ファイル変換ツール・・・（１）のXMLをDSpaceの
Importツールで扱える形に変換。業績DBの項目名をDCタグ名
に変換
（３）DSpace Importツールのカスタマイズ
④この画面でメタ
データ編集
③「承認」「却下」「メタ
データ編集」「一旦中止」
を選択。KURAに入れる
場合は，通常は[メタデー
タ編集」を選択
